
日本舞踊、がんばっています！

きれいな姿勢でピィーン！

三密を避けての取材

よくわかる人権研修

　
平
成
21
年
か
ら
高
篠
公
民
館

に
お
勤
め
の
松
岡
伊
早
子
館
長

に
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

11
の
同
好
会
や
各
種
団
体

が
利
用
　

　
今
年
度
よ
り
、耐
震
性
を
高

め
た
新
し
い
高
篠
公
民
館
で
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
、地
区
の
拠
点
と
し
て
、出

発
す
る
予
定
で
し
た
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
の
休
館
等
で
思
う
よ
う
に

利
用
し
て
も
ら
え
て
お
り
ま
せ

ん
。ま
た
、来
館
し
て
頂
い
た
方

に
は
、体
温
測
定
・
手
の
消
毒
・

三
密
を
避
け
る
な
ど
感
染
症
予

防
対
策
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。６

月
22
日
か
ら
開
館
す
る
こ
と
が

で
き
、一
安
心
し
て
い
ま
す
。 

館
長
の
今
後
の
目
標
は
　

　
利
用
者
や
行
事
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
世
代

に
関
係
な
く
地
域
の
皆
さ
ん
が

気
軽
に
集
い
、
学
べ
る
時
間
と

場
所
を
提
供
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
に
お

け
る
人
間
関
係
が
希
薄
化
す
る

中
で
、
人
間
的
な
温
か
み
と
思

い
や
り
で
接
し
て
い
き
た
い

と
、
に
こ
や
か
な
笑
顔
で
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
４
月
か
ら
長
尾
会

館
に
配
属
と
な
っ
た
浦
山
知
靖

館
長
、
補
助
員
の
栗
田
真
吾
氏

荒
井
和
輝
氏
に
コ
ロ
ナ
禍
の
運

営
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

 

　来
館
し
て
頂
く
方
に

　
　

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
継
続
を

し
て
い
る
注
意
点
は
　

　
非
接
触
型
体
温
計
に
て
検

温
、
手
指
消
毒
と
マ
ス
ク
着
用

を
お
願
い
し
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

高
篠
公
民
館

を
設
け
三
密
を
避
け
換
気
対
策

を
し
て
い
ま
す
。

 

少
数
団
体
で
も
　
　
　
　

賑
わ
い
の
あ
る
、ふ
れ
あ
い

の
拠
点
へ
　

　
バ
レ
エ
教
室
、
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
、
ふ
れ
あ
い
喫
茶
、
習
字

教
室
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
皆

さ
ん
が
会
館
を
利
用
し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

※

休
館
日
／
毎
週
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

※

休
館
日
／
毎
週
月
曜
・
祝
日

長
尾
会
館

議会だより
まんのう町
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新生児に一人につき10万円を
　支給する。

売上減少の飲食事業者や関連
事業者などに、県が実施する
応援金の½を上乗せする。

子育て世代の保護者に、子ども
　 一人3万円を支給する。

手帳を持っている方一人につき
　     2万円を支給する。

40％増しの商品券を発行し町内中・
　小規模事業者への支援を行う。

令
和
３
年
６
月
定
例
会

令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）（
第
２
号
）、
琴
南
小
学
校
大
規
模

改
修
工
事
、
満
濃
南
こ
ど
も
園
統
合
施
設
建
設
工
事
請
負
契
約

の
締
結
な
ど
11
議
案
の
審
議
を
行
い
原
案
通
り
可
決
し
た
。

（※

関
連
記
事
↓
04
頁
か
ら
06
頁
）

開
催
期
間
　
６
月
２
日
〜
６
月
15
日
（
14
日
間
）

開
催
期
間
　
４
月
20
日

　
専
決
処
分
１
件
の
報
告
と
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
選
任
の
同
意
等
２
議
案
を
可
決
同
意
し
た
。

【
議
案
第
１
号
】  

　

一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）（
第
１
号
）

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
関
連
事
業

に
伴
う
予
算
を
増
額
し
た
。

（※

関
連
記
事
↓
02
頁
）

【
議
案
第
２
号
】 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
選
任
の
同
意 

　町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
選
任
に
同
意
し
た
。

○
公
文

　
　森

　
　勝
輔

　氏（
再
）

○
中
通

　
　増
田

　道
子

　氏（
新
）

○
七
箇

　
　山
内

　直
樹

　氏（
新
）

【
報
告
第
１
号
】 

専
決
処
分
の
報
告

（
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
） 

　地
方
税
法
改
正
に
よ
り
、町
民
税
、

軽
自
動
車
税
、固
定
資
産
税
な
ど
に
係

る
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
し
た
。

●
令
和
３
年

第
２
回
臨
時
会
　 

【
即
決
案
件
】

新型コロナ感染症対策 

予算額（概算）

福祉保険課
☎73-0124

も
り   

　

     

か
つ
す
け

ま
す
だ

　
　

  

み
ち
こ

や
ま
う
ち      

な
お
き

 第４弾

2億7441万円

営業継続応援金
1100万円

（町単独分）

特別定額給付金

地域振興課
☎73-0122

2005万円

地域振興課
☎73-0122

福祉保険課
☎73-0124

8260万円

 総額
４億2500万円

 総額
４億2500万円

子育て保護者
応援金

福祉保険課
☎73-0124

2550万円
心身障害者福祉年金
特別一時金

プレミアム商品券
40％増し

03  まんのう町議会だより  vol.40 　vol.40  まんのう町議会だより  02

第2回臨時会第２回臨時会/６月定例会
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た
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１
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第
１
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付
金
関
連
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業
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関
連
記
事
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頁
）
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固
定
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適用された制度

【
議
案
第
６
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
令
和
３

年
度
　
満
濃
南
こ
ど
も
園
統
合

施
設
建
設
工
事（
建
築
）） 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
株
式
会
社
　
ヒ
カ
リ

　
　
　
代
表
取
締
役
　
池
田
　
孝
道

〈
契
約
金
額
〉
金
６
億
６
８
３
６
万
円

　
設
計
金
額
５
０
０
０
万
円
以
上

の
工
事
は
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度

を
適
用
す
る
。こ
の
制
度
は
、
低
入

札
価
格
調
査
基
準
価
格
を
下
回
り

失
格
基
準
価
格
以
上
で
あ
っ
た
場

合
に
は
、
低
入
札
価
格
調
査
に
関
す

る
事
務
取
扱
要
領
に
基
づ
き
、
仕
入

れ
先
等
の
調
査
等
を
行
い
落
札
業

者
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。　 

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

報
告

　

　
ど
う
し
て
も
追
加
工
事
が
発
生
す

る
場
合
に
は
、
事
前
に
議
会
に
伝
え

て
も
ら
い
た
い
。

【
執
行
部
】で
き
る
限
り
追
加
工
事
が

な
い
よ
う
設
計
し
て
い
る
が
、
発
生

し
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
は
難
し
い

が
早
い
段
階
で
委
員
会
な
ど
で
報
告

す
る
よ
う
努
め
る
。

【
委
員
】 

よ
り
失
格
価
格
に
近
い
業

者
を
選
び
調
査
を
行
っ
た
の
は
ど
う

し
て
か
。金
額
に
大
き
な
差
が
な
い

２
業
者
に
調
査
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

【
執
行
部
】低
入
札
価
格
調
査
基
準
価

格
を
下
回
っ
て
い
て
も
失
格
基
準
価

格
以
上
で
あ
れ
ば
、
適
正
な
工
事
の

履
行
等
が
行
わ
れ
る
と
判
断
し
て
い

る
。競
争
入
札
に
お
い
て
は
、よ
り
低

価
格
業
者
と
契
約
す
る
原
則
が
あ

る
。ま
ず
よ
り
低
価
格
を
入
札
し
た

業
者
か
ら
調
査
を
行
う
原
則
に
則

り
、調
査
を
行
っ
た
結
果
、問
題
が
な

い
こ
と
を
認
め
決
定
し
た
。

●
令
和
３
年

６
月
定
例
会
　 

【
即
決
案
件
】

【
議
案
第
１
号
】 

町
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
　

　
昨
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た
会
計
年

度
任
用
職
員
の
服
務
の
宣
誓
方
法
を

定
め
る
た
め
に
条
例
を
改
正
し
た
。

【
議
案
第
３
号
】 

町
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正 

　
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規

則
改
正
に
よ
り
、字
句
を
改
定
し
た
。

【
議
案
第
４
号
】 

町
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
一
部

改
正 

　
県
の
検
査
に
よ
る
指
摘
に
よ
り
、

認
定
こ
ど
も
園
の
定
義
を
改
定
し

た
。

【
発
議
第
１
号
】 

町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正 

　
議
員
の
欠
席
事
由
に
出
産
、育
児
、

介
護
等
を
追
加
し
、
産
前
産
後
休
暇

を
新
設
し
た
。ま
た
、請
願
書
で
請
願

者
の
署
名
が
あ
れ
ば
押
印
を
必
要
と

し
な
い
こ
と
と
し
た
。

【
報
告
第
１
号
】 

町
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書 

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
下
水

道
特
別
会
計
の
、
令
和
３
年
度
へ
の

繰
越
額
の
財
源
内
訳
計
算
書
が
報
告

さ
れ
た
。

【
報
告
第
２
号
〜
第
４
号
】 

　
町
土
地
開
発
公
社
、
一
般
財
団
法

人
こ
と
な
み
振
興
公
社
、
有
限
会
社

仲
南
振
興
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

【
付
託
案
件
】

　
各
常
任
委
員
会
で
所
管
す
る
案

件
に
つ
い
て
執
行
部
に
必
要
書
類

の
提
出
と
詳
細
な
説
明
を
求
め
慎

重
に
審
査
を
行
っ
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
議
案
第
７
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
令
和
３

年
度
　
満
濃
南
こ
ど
も
園
統
合
施

設
建
設
工
事（
設
備
）） 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
浅
海
電
気
株
式
会
社
高
松
営
業
所

　
　
　
　
営
業
所
長
　
杉
本
　
聖
和

〈
契
約
金
額
〉
金
２
億
２
１
６
５
万
円

　
議
案
第
６
号
、
第
７
号
は
、
過

疎
対
策
事
業
債
を
１
０
０
％
充
当

し
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
70
％
が

交
付
税
で
補
填
さ
れ
る
。
こ
の
工

事
は
、
低
入
札
価
格
調
査
基
準
価

格
を
下
回
る
２
億
２
１
６
５
万
円

で
落
札
し
た
。
失
格
価
格
以
上
で

あ
っ
た
た
め
、
ま
ん
の
う
町
建
設

工
事
低
入
札
価
格
調
査
に
関
す
る

事
務
取
扱
要
領
に
基
づ
く
調
査
を

行
い
落
札
を
決
定
し
た
。

【
議
案
第
５
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
令
和
３

年
度
　
琴
南
小
学
校
大
規
模
改

修
工
事（
建
築
）） 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
ま
ん
の
う
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
代
表
者
　
株
式
会
社
　
七
箇
工
業

　
　
　
代
表
取
締
役
　
山
下
　
美
博

〈
契
約
金
額
〉   

　
金
６
１
０
５
万
円

　
予
算
額
は
１
億
円
で
、
９
５
０
０

万
円
が
合
併
特
例
債
、
５
０
０
万
円

が
一
般
財
源
を
予
定
。
合
併
特
例
債

は
70
％
の
交
付
税
措
置
が
あ
る
た

め
、６
６
５
０
万
円
が
補
填
さ
れ
る
。

　 ●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

追
加
予
算

　

　
こ
れ
ま
で
の
事
案
で
追
加
予
算
の

承
認
事
項
が
多
過
ぎ
る
。
追
加
の
予

算
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
執
行
し
て

も
ら
い
た
い
。

【
執
行
部
】
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
充

分
考
慮
し
、
で
き
る
限
り
増
額
と
な

ら
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

入
札

　
低
入
札
価
格
調
査
は
初
め
て
適
用

し
た
の
か
。ま
た
、誰
が
行
う
の
か
。

【
執
行
部
】
初
め
て
で
は
な
い
。こ
れ

ま
で
も
こ
の
制
度
を
適
用
し
て
き

た
。調
査
に
つ
い
て
は
事
務
取
扱
要

領
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
副
町

長
、総
務
課
長
、建
設
土
地
改
良
課
長

等
で
構
成
し
た
委
員
会
で
行
う
。

【
委
員
】 

町
の
低
入
札
価
格
調
査
基

準
価
格
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め

て
い
る
の
か
。

【
執
行
部
】国
の
基
準
に
準
じ
て
県
の

基
準
が
あ
り
、
県
の
基
準
に
準
じ
て

町
が
決
め
て
い
る
。

【
委
員
】 

入
札
時
に
経
営
事
項
審
査

の
総
合
数
値
を
適
用
し
て
い
る
が
、
点

数
の
違
い
は
何
に
よ
る
も
の
な
の
か
。

【
執
行
部
】
工
事
規
模
に
よ
る
。大
き

な
工
事
に
な
れ
ば
実
績
も
必
要
で
あ

る
た
め
、
町
が
求
め
る
総
合
数
値
も

高
く
な
る
。　

ほ
て
ん

低入札価格調査制度
○まんのう町建設工事低入札価格調査に関する事務取扱要領
　　　　　対象：設計金額5000万円以上の工事に係る競争入札

【イメージ図】

予定価格（6,000万円）

E社（6,050万円）

D社（5,500万円）

Ｃ社（4,500万円）

Ｂ社（4,200万円）

Ａ社（3,800万円）

《落札》

《失格》

失格基準（4,000万円）

低入札価格調査基準価格
　　　   （5,000万円）
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適用された制度

【
議
案
第
６
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
令
和
３

年
度
　
満
濃
南
こ
ど
も
園
統
合

施
設
建
設
工
事（
建
築
）） 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
株
式
会
社
　
ヒ
カ
リ

　
　
　
代
表
取
締
役
　
池
田
　
孝
道

〈
契
約
金
額
〉
金
６
億
６
８
３
６
万
円

　
設
計
金
額
５
０
０
０
万
円
以
上

の
工
事
は
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度

を
適
用
す
る
。こ
の
制
度
は
、
低
入

札
価
格
調
査
基
準
価
格
を
下
回
り

失
格
基
準
価
格
以
上
で
あ
っ
た
場

合
に
は
、
低
入
札
価
格
調
査
に
関
す

る
事
務
取
扱
要
領
に
基
づ
き
、
仕
入

れ
先
等
の
調
査
等
を
行
い
落
札
業

者
を
決
め
る
こ
と
に
な
る
。　 

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

報
告

　

　
ど
う
し
て
も
追
加
工
事
が
発
生
す

る
場
合
に
は
、
事
前
に
議
会
に
伝
え

て
も
ら
い
た
い
。

【
執
行
部
】で
き
る
限
り
追
加
工
事
が

な
い
よ
う
設
計
し
て
い
る
が
、
発
生

し
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
は
難
し
い

が
早
い
段
階
で
委
員
会
な
ど
で
報
告

す
る
よ
う
努
め
る
。

【
委
員
】 

よ
り
失
格
価
格
に
近
い
業

者
を
選
び
調
査
を
行
っ
た
の
は
ど
う

し
て
か
。金
額
に
大
き
な
差
が
な
い

２
業
者
に
調
査
を
行
う
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
の
か
。

【
執
行
部
】低
入
札
価
格
調
査
基
準
価

格
を
下
回
っ
て
い
て
も
失
格
基
準
価

格
以
上
で
あ
れ
ば
、
適
正
な
工
事
の

履
行
等
が
行
わ
れ
る
と
判
断
し
て
い

る
。競
争
入
札
に
お
い
て
は
、よ
り
低

価
格
業
者
と
契
約
す
る
原
則
が
あ

る
。ま
ず
よ
り
低
価
格
を
入
札
し
た

業
者
か
ら
調
査
を
行
う
原
則
に
則

り
、調
査
を
行
っ
た
結
果
、問
題
が
な

い
こ
と
を
認
め
決
定
し
た
。

●
令
和
３
年

６
月
定
例
会
　 

【
即
決
案
件
】

【
議
案
第
１
号
】 

町
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
　

　
昨
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
た
会
計
年

度
任
用
職
員
の
服
務
の
宣
誓
方
法
を

定
め
る
た
め
に
条
例
を
改
正
し
た
。

【
議
案
第
３
号
】 

町
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正 

　
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規

則
改
正
に
よ
り
、字
句
を
改
定
し
た
。

【
議
案
第
４
号
】 

町
認
定
こ
ど
も
園
条
例
の
一
部

改
正 

　
県
の
検
査
に
よ
る
指
摘
に
よ
り
、

認
定
こ
ど
も
園
の
定
義
を
改
定
し

た
。

【
発
議
第
１
号
】 

町
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正 

　
議
員
の
欠
席
事
由
に
出
産
、育
児
、

介
護
等
を
追
加
し
、
産
前
産
後
休
暇

を
新
設
し
た
。ま
た
、請
願
書
で
請
願

者
の
署
名
が
あ
れ
ば
押
印
を
必
要
と

し
な
い
こ
と
と
し
た
。

【
報
告
第
１
号
】 

町
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書 

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
下
水

道
特
別
会
計
の
、
令
和
３
年
度
へ
の

繰
越
額
の
財
源
内
訳
計
算
書
が
報
告

さ
れ
た
。

【
報
告
第
２
号
〜
第
４
号
】 

　
町
土
地
開
発
公
社
、
一
般
財
団
法

人
こ
と
な
み
振
興
公
社
、
有
限
会
社

仲
南
振
興
公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

【
付
託
案
件
】

　
各
常
任
委
員
会
で
所
管
す
る
案

件
に
つ
い
て
執
行
部
に
必
要
書
類

の
提
出
と
詳
細
な
説
明
を
求
め
慎

重
に
審
査
を
行
っ
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

【
議
案
第
７
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
令
和
３

年
度
　
満
濃
南
こ
ど
も
園
統
合
施

設
建
設
工
事（
設
備
）） 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
浅
海
電
気
株
式
会
社
高
松
営
業
所

　
　
　
　
営
業
所
長
　
杉
本
　
聖
和

〈
契
約
金
額
〉
金
２
億
２
１
６
５
万
円

　
議
案
第
６
号
、
第
７
号
は
、
過

疎
対
策
事
業
債
を
１
０
０
％
充
当

し
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
70
％
が

交
付
税
で
補
填
さ
れ
る
。
こ
の
工

事
は
、
低
入
札
価
格
調
査
基
準
価

格
を
下
回
る
２
億
２
１
６
５
万
円

で
落
札
し
た
。
失
格
価
格
以
上
で

あ
っ
た
た
め
、
ま
ん
の
う
町
建
設

工
事
低
入
札
価
格
調
査
に
関
す
る

事
務
取
扱
要
領
に
基
づ
く
調
査
を

行
い
落
札
を
決
定
し
た
。

【
議
案
第
５
号
】 

工
事
請
負
契
約
の
締
結（
令
和
３

年
度
　
琴
南
小
学
校
大
規
模
改

修
工
事（
建
築
）） 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
ま
ん
の
う
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
代
表
者
　
株
式
会
社
　
七
箇
工
業

　
　
　
代
表
取
締
役
　
山
下
　
美
博

〈
契
約
金
額
〉   

　
金
６
１
０
５
万
円

　
予
算
額
は
１
億
円
で
、
９
５
０
０

万
円
が
合
併
特
例
債
、
５
０
０
万
円

が
一
般
財
源
を
予
定
。
合
併
特
例
債

は
70
％
の
交
付
税
措
置
が
あ
る
た

め
、６
６
５
０
万
円
が
補
填
さ
れ
る
。

　 ●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

追
加
予
算

　

　
こ
れ
ま
で
の
事
案
で
追
加
予
算
の

承
認
事
項
が
多
過
ぎ
る
。
追
加
の
予

算
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
執
行
し
て

も
ら
い
た
い
。

【
執
行
部
】
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
充

分
考
慮
し
、
で
き
る
限
り
増
額
と
な

ら
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
。

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 
入
札

　
低
入
札
価
格
調
査
は
初
め
て
適
用

し
た
の
か
。ま
た
、誰
が
行
う
の
か
。

【
執
行
部
】
初
め
て
で
は
な
い
。こ
れ

ま
で
も
こ
の
制
度
を
適
用
し
て
き

た
。調
査
に
つ
い
て
は
事
務
取
扱
要

領
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
副
町

長
、総
務
課
長
、建
設
土
地
改
良
課
長

等
で
構
成
し
た
委
員
会
で
行
う
。

【
委
員
】 

町
の
低
入
札
価
格
調
査
基

準
価
格
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め

て
い
る
の
か
。

【
執
行
部
】国
の
基
準
に
準
じ
て
県
の

基
準
が
あ
り
、
県
の
基
準
に
準
じ
て

町
が
決
め
て
い
る
。

【
委
員
】 

入
札
時
に
経
営
事
項
審
査

の
総
合
数
値
を
適
用
し
て
い
る
が
、
点

数
の
違
い
は
何
に
よ
る
も
の
な
の
か
。

【
執
行
部
】
工
事
規
模
に
よ
る
。大
き

な
工
事
に
な
れ
ば
実
績
も
必
要
で
あ

る
た
め
、
町
が
求
め
る
総
合
数
値
も

高
く
な
る
。　

ほ
て
ん

低入札価格調査制度
○まんのう町建設工事低入札価格調査に関する事務取扱要領
　　　　　対象：設計金額5000万円以上の工事に係る競争入札

【イメージ図】

予定価格（6,000万円）

E社（6,050万円）

D社（5,500万円）

Ｃ社（4,500万円）

Ｂ社（4,200万円）

Ａ社（3,800万円）

《落札》

《失格》

失格基準（4,000万円）

低入札価格調査基準価格
　　　   （5,000万円）
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【
議
案
第
10
号
】 

町
道
路
線
の
廃
止 

　
新
目
前
山
線
は
町
道
路
線
を
廃
止

し
、
以
後
、
道
路
の
維
持
管
理
を
香

川
県
森
林
セ
ン
タ
ー
が
行
う
こ
と
と

し
た
。 

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

影
響
　

　
今
回
の
路
線
廃
止
に
よ
り
、
地
方

交
付
税
へ
の
影
響
は
。

【
執
行
部
】
概
算
で
、
約
33
万
３
千

円
の
減
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

【
委
員
】 

管
理
　

　
今
後
、香
川
県
森
林
セ
ン
タ
ー
が
管

理
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、管
理
が
不
十

分
だ
っ
た
場
合
、災
害
の
危
険
性
も
あ

る
。町
と
し
て
指
導
で
き
る
の
か
。

【
執
行
部
】
町
道
認
定
を
外
し
た
後

は
、
森
林
セ
ン
タ
ー
の
管
理
道
と
し

て
、香
川
県
が
全
責
任
を
も
っ
て
維
持

管
理
す
る
と
の
合
意
を
得
て
い
る
。災

害
等
が
発
生
し
た
場
合
の
責
任
の
所

在
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
森
林
セ
ン

タ
ー
と
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
。

外
し
た
部
分
の
う
ち
、
通
行
出
来
る

部
分
を
取
り
込
み
、
新
目
山
口
線
と

し
て
延
長
し
た
。

　
西
深
田
線
は
、
高
屋
原
浄
水
場
か

ら
水
道
管
を
引
く
際
に
町
道
認
定
が

必
要
な
た
め
、区
域
変
更
を
行
っ
た
。  

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

終
点
　

　
西
深
田
線
の
終
点
は
行
き
止
ま
り

な
の
か
。

【
執
行
部
】
終
点
の
先
に
は
道
路
が

あ
り
、県
道
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
議
案
第
８
号
】 

町
道
路
線
の
認
定 

　
琴
平
町
が
県
単
事
業
と
し
て
整
備

し
て
い
る
路
線
に
繋
が
る
鰌
池
五
條

線
支
線
を
、
地
元
の
交
通
利
便
性
向

上
の
た
め
新
規
に
町
道
と
し
て
認
定

し
今
後
整
備
す
る
。

【
議
案
第
９
号
】 

町
道
路
線
の
変
更 

　
本
目
前
山
線
の
一
部
山
林
化
に
よ

り
道
路
と
し
て
利
用
し
て
い
な
い
部

分
を
町
道
か
ら
外
す
も
の
。
ま
た
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会

新満濃南こども園の完成がまたれる

ワクチン接種で重症化を防ぐ

造
田
歯
科
診
療
所

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
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▲

資
源
ゴ
ミ

資
源
回
収
で
財
源
の
確
保

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

希
望
す
る
全
住
民
に

　
　速
や
か
な
接
種
を

【
委
員
】
訪
問
診
療
者
数
が
減

少
し
て
い
る
が
経
営
は
大
丈
夫

か
。

【
琴
南
支
所
長
】 

町
外
へ
の
訪

問
診
療
が
で
き
な
い
こ
と
が
収

入
に
影
響
し
て
い
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
が
収
束
に
向
か
え
ば
訪
問

診
療
者
数
も
回
復
す
る
と
考
え

て
い
る
。

あ
ん
し
ん
登
録
制
度
１
１
９

事
故
や
災
害
時
に
早
く

安
全
に
救
護
す
る
た
め

【
委
員
】
登
録
後
、
年
数
が
経
て

ば
連
絡
先
等
の
変
更
も
あ
る
。

定
期
的
に
登
録
者
情
報
の
見
直

し
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
福
祉
保
険
課
長
】
実
情
を
確

認
し
対
応
し
た
い
。

修
学
旅
行

教
育
効
果
の
高
い
活
動

教
育
民
生
常
任
委
員
会 

報
告

【
委
員
】 

本
年
４
月
は
、
対
年

度
比
で
収
支
が
増
え
て
い
る
が

単
価
の
影
響
か
。

【
住
民
生
活
課
長
】
買
取
価
格

は
下
が
っ
て
い
る
が
、
収
集
し

た
物
を
ま
と
め
て
業
者
に
販
売

し
た
こ
と
が
収
入
額
の
増
に
影

響
し
て
い
る
。

【
委
員
】
先
行
接
種
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
希
望
者
全
員
に
接

種
は
可
能
か
。
予
約
受
付
セ
ン

タ
ー
は
、
い
つ
ま
で
開
設
し
て

お
く
の
か
。

【
健
康
増
進
課
長
】
65
歳
以
上

の
接
種
対
象
者
分
の
ワ
ク
チ
ン

確
保
が
で
き
た
の
で
、
65
歳
以

上
の
希
望
者
全
員
に
接
種
が
可

能
で
あ
る
。
国
が
計
画
し
て
い

る
全
対
象
者
の
接
種
期
間
は
令

和
４
年
２
月
末
ま
で
で
あ
る
。

本
町
の
全
希
望
者
の
接
種
状
況

も
考
慮
し
な
が
ら
、
予
約
受
付

セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
時
期
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

【
委
員
】
今
年
の
修
学
旅
行
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

◆
５
月
24
日
　
満
濃
南
こ
ど
も
園
の
建
設
予
定
地
の

現
地
調
査
を
行
っ
た
。

現
場
視
察

【
議
案
第
２
号
】 

町
税
条
例
等
の
一
部
改
正  

　
令
和
３
年
度
税
制
改
正
（
国
外

居
住
親
族
の
扶
養
控
除
、
特
定
一

般
用
医
薬
品
等
購
入
費
控
除
制
度

な
ど
）
に
よ
り
、
税
条
例
の
関
連

す
る
部
分
を
改
正
し
た
。

【
議
案
第
11
号
】 

一
般
会
計
補
正
予
算（
案
）

（
第
２
号
）  

　
国
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
生
活
支
援
策
で
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
で
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
世

帯
に
、
子
ど
も
一
人
あ
た
り
５
万
円

を
支
給
す
る
。
費
用
は
、
全
額
国
庫

補
助
金
で
あ
る
。
な
お
、
ひ
と
り
親

世
帯
は
香
川
県
か
ら
支
給
さ
れ
る
。

総
務
常
任
委
員
会

ど
じ
ょ
う

起点側

鰌
池
五
條
線
支
線

新
目
前
山
線

終点側

起点側

終点側

【
学
校
教
育
課
長
】
秋
以
降
に

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う

こ
と
し
か
決
ま
っ
て
い
な
い
。

で
き
る
限
り
実
施
で
き
る
よ
う

今
か
ら
時
期
と
行
き
先
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
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【
議
案
第
10
号
】 

町
道
路
線
の
廃
止 

　
新
目
前
山
線
は
町
道
路
線
を
廃
止

し
、
以
後
、
道
路
の
維
持
管
理
を
香

川
県
森
林
セ
ン
タ
ー
が
行
う
こ
と
と

し
た
。 

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

影
響
　

　
今
回
の
路
線
廃
止
に
よ
り
、
地
方

交
付
税
へ
の
影
響
は
。

【
執
行
部
】
概
算
で
、
約
33
万
３
千

円
の
減
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

【
委
員
】 

管
理
　

　
今
後
、香
川
県
森
林
セ
ン
タ
ー
が
管

理
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、管
理
が
不
十

分
だ
っ
た
場
合
、災
害
の
危
険
性
も
あ

る
。町
と
し
て
指
導
で
き
る
の
か
。

【
執
行
部
】
町
道
認
定
を
外
し
た
後

は
、
森
林
セ
ン
タ
ー
の
管
理
道
と
し

て
、香
川
県
が
全
責
任
を
も
っ
て
維
持

管
理
す
る
と
の
合
意
を
得
て
い
る
。災

害
等
が
発
生
し
た
場
合
の
責
任
の
所

在
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
森
林
セ
ン

タ
ー
と
協
議
す
る
こ
と
に
な
る
。

外
し
た
部
分
の
う
ち
、
通
行
出
来
る

部
分
を
取
り
込
み
、
新
目
山
口
線
と

し
て
延
長
し
た
。

　
西
深
田
線
は
、
高
屋
原
浄
水
場
か

ら
水
道
管
を
引
く
際
に
町
道
認
定
が

必
要
な
た
め
、区
域
変
更
を
行
っ
た
。  

●
主
な
質
疑
と
答
弁 

【
委
員
】 

終
点
　

　
西
深
田
線
の
終
点
は
行
き
止
ま
り

な
の
か
。

【
執
行
部
】
終
点
の
先
に
は
道
路
が

あ
り
、県
道
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
議
案
第
８
号
】 

町
道
路
線
の
認
定 

　
琴
平
町
が
県
単
事
業
と
し
て
整
備

し
て
い
る
路
線
に
繋
が
る
鰌
池
五
條

線
支
線
を
、
地
元
の
交
通
利
便
性
向

上
の
た
め
新
規
に
町
道
と
し
て
認
定

し
今
後
整
備
す
る
。

【
議
案
第
９
号
】 

町
道
路
線
の
変
更 

　
本
目
前
山
線
の
一
部
山
林
化
に
よ

り
道
路
と
し
て
利
用
し
て
い
な
い
部

分
を
町
道
か
ら
外
す
も
の
。
ま
た
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会

新満濃南こども園の完成がまたれる

ワクチン接種で重症化を防ぐ

造
田
歯
科
診
療
所

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
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気をつけて行ってらっしゃい

交
通
事
故

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

早
め
の
対
応
を

防
災
出
前
講
習
会

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、啓
発
を

【
委
員
】「
避
難
勧
告
」を
廃
止
し

「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
住
民
に
今

回
の
改
正
を
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
現
在
、
公
共
施
設

の
見
え
る
箇
所
に
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
、
チ
ラ
シ
や
広
報
を
使
っ

て
周
知
を
し
て
い
る
。な
お
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
何
ら
か
の
形
で
周
知

し
て
い
き
た
い
。

【
委
員
】
職
員
の
採
用
数
は
、
ど

の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の
か
。

人
員
不
足
を
訴
え
る
課
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

【
副
町
長
】
職
員
定
数
の
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
、
退
職
者
や
再

任
用
職
員
の
数
な
ど
総
合
的
に

勘
案
し
て
毎
年
、
職
員
の
採
用

数
を
決
定
し
て
い
る
。　

▲

Report 　防災出前講習会　避難指示　町出資法人（仲南振興公社）　交通事故　職員採用　　

避
難
指
示

「
避
難
勧
告
」を
廃
止

　
　
　「避
難
指
示
」に

職
員
採
用

採
用
人
数
の
決
定
基
準
は

総
務
常
任
委
員
会 

報
告

【
委
員
】コ
ロ
ナ
禍
で
防
災
出
前

講
習
会
が
実
施
で
き
て
お
ら

ず
、
何
ら
か
の
啓
発
が
必
要
で

は
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
防
災
士
と
検
討
し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
報
し
て

い
き
た
い
。

町
出
資
法
人（
仲
南
振
興
公
社
）

町
の
経
営
診
断
と
対
応
は

【
委
員
】
出
資
法
人
関
係
で
会

計
事
務
所
の
所
見
は
、
町
の
経

営
診
断
と
同
じ
か
。
そ
れ
に
対

し
て
の
町
の
対
応
は

【
企
画
政
策
課
長
】
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
県
が
緊
急
事
態
対
策
期

を
発
令
し
て
４
月
以
降
か
ら
の

収
益
は
全
体
で
６
割
程
度
、
５

月
は
も
っ
と
厳
し
く
な
る
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。
特
に
温
泉

の
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
仲
南
産
直
市
に
つ

い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
現

状
を
把
握
し
、改
善
策
を
立
て
、

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
い
く
よ
う
仲
南
振
興
公
社

に
お
願
い
し
て
い
る
。
必
要
に

応
じ
て
町
の
財
源
的
な
支
援
が

今
後
、
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

【
委
員
】
交
通
事
故
の
多
い
場

所
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
か
。

重
要
な
交
差
点
の
道
路
灯
の

改
善
を
求
め
る
。

【
総
務
課
長
】
交
通
事
故
多
発

地
区
地
域
総
合
診
断
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
診
断
で
は

満
濃
地
区
東
高
篠
の
県
道
で

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
、
仲
南

地
区
七
箇
の
道
路
拡
幅
、
琴

南
地
区
造
田
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
と
道
路
標
識
、
交
差
点

の
改
良
な
ど
現
地
で
関
係
機

関
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

今年は完売

にぎわいの復活を望む

【
委
員
】
ま
ん
の
う
町
持
続
化
応

援
給
付
金
の
ほ
か
、
事
業
者
支

援
は
あ
る
の
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
県
が
時
短
要

請
に
応
じ
た
飲
食
事
業
者
に
協

力
金
を
支
給
し
て
い
る
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を
う

け
た
事
業
者
に
は
営
業
継
続
応

援
金
を
支
給
し
、
営
業
継
続
を

支
援
す
る
も
の
が
あ
る
。ま
ん

の
う
町
も
こ
の
支
給
を
受
け
た

も
の
に
県
の
半
額
を
上
乗
せ
支

給
す
る
準
備
を
す
す
め
て
い

る
。

コ
ロ
ナ
対
策

事
業
者
支
援
の
継
続
を

【
委
員
】
塩
入
温
泉
の
客
数
が
減

少
し
て
い
る
原
因
は
。

【
地
域
振
興
課
長
】
利
用
者
は
町

外
の
方
が
大
半
で
あ
り
、
利
用

者
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
が

大
き
な
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

塩
入
温
泉

経
営
状
況
は

【
委
員
】「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

ま
ん
の
う
」
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
た
後
の
戦
略

を
練
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
町
は
ど
う
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
の
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
戦
略
に

つ
い
て
は
香
川
大
学
経
済

学
部
と
連
携
し
研
究
を
進

一
般
社
団
法
人

「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ま
ん
の
う
」

コ
ロ
ナ
収
束
後
の

　
　
　経
営
戦
略
は

【
委
員
】
昨
年
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
は
予
定
の
半
分
以
上
売
れ

残
っ
た
し
、
再
販
も
し
な
か
っ

た
。今
年
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
昨
年
度
は

期
間
も
短
か
っ
た
た
め
再
販
で

き
な
か
っ
た
。今
回
は
売
上
、
期

間
等
を
見
な
が
ら
考
え
た
い
。

ま
た
、
使
い
に
く
い
と
の
意
見
も

あ
り
５
０
０
円
券
と
１
０
０
０
円

券
を
セ
ッ
ト
に
し
た
。

40
％
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

町
内
経
済
対
策
＋

生
活
支
援
の
継
続
を

【
委
員
】老
朽
化
橋
梁
の
調
査
は

予
定
ど
お
り
完
了
し
た
の
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】町
道
橋

約
２
７
０
橋
は
第
１
回
目
の
調

査
が
終
了
し
、
昨
年
度
よ
り
第

２
回
目
の
調
査
を
開
始
し
、
大

き
い
橋
梁
か
ら
５
年
か
け
て
再

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。修
繕

が
必
要
な
個
所
は
国
庫
補
助
事

業
で
修
繕
す
る
計
画
で
あ
る
。

【
委
員
】廃
止
し
た
〝
た
め
池
〞

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】前
回
調

査
の
平
成
12
年
か
ら
今
回
調
査

の
令
和
３
年
の
21
年
間
で
県
内

で
は
１
万
４
千
６
１
９
か
ら
１
万

２
千
２
６
９
で
２
千
３
５
０
減
、

町
内
で
は
９
０
４
か
ら
８
４
０

で
64
減
で
あ
る
。

生
活
基
盤
整
備

安
全・安
心
な

　
　
　生
活
環
境
を

【
委
員
】
町
内
の
認
定
農
業
者

は
現
在
何
人
か
。

【
農
林
課
長
】令
和
３
年
３
月
末

で
、94
名
で
あ
る
。

【
委
員
】
農
地
機
構
を
利
用
せ

ず
利
用
権
設
定
を
し
て
い
る

貸
借
面
積
が
多
い
の
は
、
制
度

の
説
明
不
足
が
原
因
で
は
な

い
の
か
。

【
農
林
課
長
】農
地
機
構
が
取
り

扱
え
る
利
用
権
設
定
の
期
間
が

６
年
以
上
で
あ
る
た
め
、
借
主

が
高
齢
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で

農
地
機
構
を
利
用
せ
ず
、
６
年

未
満
で
契
約
す
る
方
が
い
る
た

め
で
あ
る
。

農
業
振
興

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

【
委
員
】
所
有
者
の
話
し
合
い

が
つ
か
ず
筆
界
未
定
と
な
っ
た

場
合
、
ど
う
処
理
す
る
の
か
。

【
地
籍
調
査
課
長
】
隣
接
地
と

の
境
界
が
決
ま
ら
な
い
場
合
、

筆
界
未
定
地
と
し
て
処
理
し
、

登
記
所
へ
送
付
す
る
。

地
籍
調
査

確
実
、
着
実
な
調
査
を

建
設
経
済
常
任
委
員
会 

報
告
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め
た
い
。
町
と
し
て
ど
こ
ま
で

支
援
で
き
る
か
考
え
な
が
ら

や
っ
て
い
く
。ま
た
、ひ
ま
わ
り

ブ
リ
の
商
品
開
発
を
香
川
県
漁

連
と
連
携
し
、
試
験
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
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気をつけて行ってらっしゃい

交
通
事
故

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

早
め
の
対
応
を

防
災
出
前
講
習
会

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、啓
発
を

【
委
員
】「
避
難
勧
告
」を
廃
止
し

「
避
難
指
示
」
に
一
本
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
住
民
に
今

回
の
改
正
を
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
現
在
、
公
共
施
設

の
見
え
る
箇
所
に
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
、
チ
ラ
シ
や
広
報
を
使
っ

て
周
知
を
し
て
い
る
。な
お
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
何
ら
か
の
形
で
周
知

し
て
い
き
た
い
。

【
委
員
】
職
員
の
採
用
数
は
、
ど

の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の
か
。

人
員
不
足
を
訴
え
る
課
も
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

【
副
町
長
】
職
員
定
数
の
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
、
退
職
者
や
再

任
用
職
員
の
数
な
ど
総
合
的
に

勘
案
し
て
毎
年
、
職
員
の
採
用

数
を
決
定
し
て
い
る
。　

▲

Report 　防災出前講習会　避難指示　町出資法人（仲南振興公社）　交通事故　職員採用　　

避
難
指
示

「
避
難
勧
告
」を
廃
止

　
　
　「避
難
指
示
」に

職
員
採
用

採
用
人
数
の
決
定
基
準
は

総
務
常
任
委
員
会 

報
告

【
委
員
】コ
ロ
ナ
禍
で
防
災
出
前

講
習
会
が
実
施
で
き
て
お
ら

ず
、
何
ら
か
の
啓
発
が
必
要
で

は
な
い
か
。

【
総
務
課
長
】
防
災
士
と
検
討
し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
報
し
て

い
き
た
い
。

町
出
資
法
人（
仲
南
振
興
公
社
）

町
の
経
営
診
断
と
対
応
は

【
委
員
】
出
資
法
人
関
係
で
会

計
事
務
所
の
所
見
は
、
町
の
経

営
診
断
と
同
じ
か
。
そ
れ
に
対

し
て
の
町
の
対
応
は

【
企
画
政
策
課
長
】
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
県
が
緊
急
事
態
対
策
期

を
発
令
し
て
４
月
以
降
か
ら
の

収
益
は
全
体
で
６
割
程
度
、
５

月
は
も
っ
と
厳
し
く
な
る
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。
特
に
温
泉

の
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
仲
南
産
直
市
に
つ

い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
現

状
を
把
握
し
、改
善
策
を
立
て
、

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
い
く
よ
う
仲
南
振
興
公
社

に
お
願
い
し
て
い
る
。
必
要
に

応
じ
て
町
の
財
源
的
な
支
援
が

今
後
、
必
要
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

【
委
員
】
交
通
事
故
の
多
い
場

所
を
取
り
ま
と
め
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い
る
か
。

重
要
な
交
差
点
の
道
路
灯
の

改
善
を
求
め
る
。

【
総
務
課
長
】
交
通
事
故
多
発

地
区
地
域
総
合
診
断
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
診
断
で
は

満
濃
地
区
東
高
篠
の
県
道
で

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
、
仲
南

地
区
七
箇
の
道
路
拡
幅
、
琴

南
地
区
造
田
の
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
と
道
路
標
識
、
交
差
点

の
改
良
な
ど
現
地
で
関
係
機

関
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

今年は完売

にぎわいの復活を望む

【
委
員
】
ま
ん
の
う
町
持
続
化
応

援
給
付
金
の
ほ
か
、
事
業
者
支

援
は
あ
る
の
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
県
が
時
短
要

請
に
応
じ
た
飲
食
事
業
者
に
協

力
金
を
支
給
し
て
い
る
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
影
響
を
う

け
た
事
業
者
に
は
営
業
継
続
応

援
金
を
支
給
し
、
営
業
継
続
を

支
援
す
る
も
の
が
あ
る
。ま
ん

の
う
町
も
こ
の
支
給
を
受
け
た

も
の
に
県
の
半
額
を
上
乗
せ
支

給
す
る
準
備
を
す
す
め
て
い

る
。

コ
ロ
ナ
対
策

事
業
者
支
援
の
継
続
を

【
委
員
】
塩
入
温
泉
の
客
数
が
減

少
し
て
い
る
原
因
は
。

【
地
域
振
興
課
長
】
利
用
者
は
町

外
の
方
が
大
半
で
あ
り
、
利
用

者
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
が

大
き
な
要
因
だ
と
思
わ
れ
る
。

塩
入
温
泉

経
営
状
況
は

【
委
員
】「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー

ま
ん
の
う
」
は
、
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
た
後
の
戦
略

を
練
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
町
は
ど
う
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
の
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
戦
略
に

つ
い
て
は
香
川
大
学
経
済

学
部
と
連
携
し
研
究
を
進

一
般
社
団
法
人

「
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ま
ん
の
う
」

コ
ロ
ナ
収
束
後
の

　
　
　経
営
戦
略
は

【
委
員
】
昨
年
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
は
予
定
の
半
分
以
上
売
れ

残
っ
た
し
、
再
販
も
し
な
か
っ

た
。今
年
は
ど
う
す
る
の
か
。

【
地
域
振
興
課
長
】
昨
年
度
は

期
間
も
短
か
っ
た
た
め
再
販
で

き
な
か
っ
た
。今
回
は
売
上
、
期

間
等
を
見
な
が
ら
考
え
た
い
。

ま
た
、
使
い
に
く
い
と
の
意
見
も

あ
り
５
０
０
円
券
と
１
０
０
０
円

券
を
セ
ッ
ト
に
し
た
。
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プ
レ
ミ
ア
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商
品
券

町
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経
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生
活
支
援
の
継
続
を

【
委
員
】老
朽
化
橋
梁
の
調
査
は

予
定
ど
お
り
完
了
し
た
の
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】町
道
橋

約
２
７
０
橋
は
第
１
回
目
の
調

査
が
終
了
し
、
昨
年
度
よ
り
第

２
回
目
の
調
査
を
開
始
し
、
大

き
い
橋
梁
か
ら
５
年
か
け
て
再

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。修
繕

が
必
要
な
個
所
は
国
庫
補
助
事

業
で
修
繕
す
る
計
画
で
あ
る
。

【
委
員
】廃
止
し
た
〝
た
め
池
〞

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

【
建
設
土
地
改
良
課
長
】前
回
調

査
の
平
成
12
年
か
ら
今
回
調
査

の
令
和
３
年
の
21
年
間
で
県
内

で
は
１
万
４
千
６
１
９
か
ら
１
万

２
千
２
６
９
で
２
千
３
５
０
減
、

町
内
で
は
９
０
４
か
ら
８
４
０

で
64
減
で
あ
る
。

生
活
基
盤
整
備

安
全・安
心
な

　
　
　生
活
環
境
を

【
委
員
】
町
内
の
認
定
農
業
者

は
現
在
何
人
か
。

【
農
林
課
長
】令
和
３
年
３
月
末

で
、94
名
で
あ
る
。

【
委
員
】
農
地
機
構
を
利
用
せ

ず
利
用
権
設
定
を
し
て
い
る

貸
借
面
積
が
多
い
の
は
、
制
度

の
説
明
不
足
が
原
因
で
は
な

い
の
か
。

【
農
林
課
長
】農
地
機
構
が
取
り

扱
え
る
利
用
権
設
定
の
期
間
が

６
年
以
上
で
あ
る
た
め
、
借
主

が
高
齢
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で

農
地
機
構
を
利
用
せ
ず
、
６
年

未
満
で
契
約
す
る
方
が
い
る
た

め
で
あ
る
。

農
業
振
興

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

【
委
員
】
所
有
者
の
話
し
合
い

が
つ
か
ず
筆
界
未
定
と
な
っ
た

場
合
、
ど
う
処
理
す
る
の
か
。

【
地
籍
調
査
課
長
】
隣
接
地
と

の
境
界
が
決
ま
ら
な
い
場
合
、

筆
界
未
定
地
と
し
て
処
理
し
、

登
記
所
へ
送
付
す
る
。

地
籍
調
査

確
実
、
着
実
な
調
査
を

建
設
経
済
常
任
委
員
会 

報
告
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め
た
い
。
町
と
し
て
ど
こ
ま
で

支
援
で
き
る
か
考
え
な
が
ら

や
っ
て
い
く
。ま
た
、ひ
ま
わ
り

ブ
リ
の
商
品
開
発
を
香
川
県
漁

連
と
連
携
し
、
試
験
的
に
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迅
速
な
対
応
と

安
全
な
接
種
を

まつした    かずみ

松下 一美 議員

 すずき    たかひろ

鈴木 崇容 議員

常包　コロナで若者への影響が深刻。しかし、他に
比べて未婚者、子どものいない世帯への支援が薄い。
　大学生等もアルバイトや仕送りの減少で厳しい生
活が続く。給付型奨学金制度の創設や働きながら奨
学金を返還している若者を支援できないか。
町長　町独自の若者支援策は、必要な若者にきっち
り届くような施策を検討していく。
　奨学金は、利用者が増えるよう返還猶予制度等の
今年度中の制度化をめざす。
常包　理容・美容、整体、物流、介護、バス・タク
シーなど「密接」な対応がある職業は、優先的にワ
クチン接種すべき。
町長　ヘルパーなど居宅・訪問系サービス事業所は
基礎疾患のある方と同じ順位で接種したい。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

無
料
に
よ
り

　
　早
期
発
見

広報、音声告知、ホームページ、
町有施設で周知する

プレミアム商品券、
発行予定の全貌と町の啓発は
プレミアム商品券、
発行予定の全貌と町の啓発は

40％プレミアム商品券

問
答

今年度中に制度化する

給付型や返還を支援する
　　　　　　　　奨学金に
給付型や返還を支援する
　　　　　　　　奨学金に

新型コロナ支援

問
答

常包　性的少数者への差別を禁止する法律が準備さ
れている。宣誓（同性のカップルの関係）を公的に
証明する制度を、県内17市町の内、多度津町、三
豊市など3市3町が既に導入している。仮に制度を
利用する方が少なくても、その方が気持ちよく暮ら
せるのなら、まんのう町も制度化すべき。
町長　法律上の婚姻関係を認めるものではないが、
二人が生活するうえでの生きづらさの解消につなが
る。法整備や全国の動向を注視し、導入している自
治体の課題や意見を聞き研究する。

町民の理解を進め、先進地を調査研究する

パートナーシップ宣誓制度を
　　　　　　　　　導入すべき
パートナーシップ宣誓制度を
　　　　　　　　　導入すべき

性的少数者への支援

問
答

問
答
鈴木　抗原検査キット、又はＰＣＲ検査キットの購入、
備蓄する考えはないか。64歳以下のワクチン接種は
どのように進めていくのか。
町長　抗原検査キットの購入は現在のところ考えてお
らず、ＰＣＲ検査キットの購入を検討していきたい。64歳
以下のワクチン接種は「基礎疾患の
ある方」、「高齢者施設等の従事者」、
「60歳から64歳の方」を優先に接種
を考えている。

迅速かつ安全な接種を実施して行く

ワクチン接種と次なる対応はワクチン接種と次なる対応は

ワクチン接種

鈴木　申込期間（6月１日～15日）に入っている40％
プレミアム商品券の予定と啓発、また新型コロナ感染
症経済対策事業として行うなら町内の経済対策と活
性化をどの様に考えているのか。
町長　販売価格は１セット１万円で、１万４千円の商品
券と交換し、1人、４セット（４万円）まで、発行額は２億
８千万円で発行額を上回る時は、抽選となる。販売は
引換書を持参し7月31日～8月２日の３日間で指定した
場所で引換できる。使用期限はＲ4年1月31日までとす
る。40％プレミアム商品券を発行し町内業者の支援、
応援をして行き、更なる活性化に繋げて行きたい。

竹林　県の農業改良普及計画の内容を問う。
町長　担い手の確保、新規就農、六次産業化、スマー
ト農業、耕畜連携などを指導し、生産と流通を促し、
集落の活性化を図る計画である。
竹林　認定農業者の経営類型と法人営農の類型と内
容はどうか。
町長　個別は8類型、組織は２類型だ。一人当たり所
得を320万円で、労働は2000時間である。所得目標
は 認定農業者は410万円、新規就農者は250万円にし
ている。集落営農法人は、30名、6,000時間労働、所
得882万円にしている。
竹林　ブロッコリー農家、生産量、販売高と競合先を
問う。イチジクはどうか。
町長　143軒、600ｔ、2億925万円で、京浜55％、京
阪神20％、四国20％で、埼玉、愛知に次いで第三位だ。
イチジクは22軒、27.8ｔ、販売1千万円で、ほぼ中讃で
消費される。
竹林　産直市への出荷割合を問う。又、普及員の役割
を問い、組織連携する体制を求める。
町長　掌握していないが、出荷者の確保を目指す。栽
培講習、組織育成、技術指導、個別経営の指導を行っ
ている。

本町の独自策

実態掌握と組織連携の編成で
普及員、JA、生産者と町の協議で

農業振興の具体策を問う農業振興の具体策を問う問
答

生
活
厳
し
い

若
者
の
支
援
を つねかね　 めぐみ

常包  恵 議員

たけばやし  まさひで

竹林 昌秀 議員

生
産
振
興
と

流
通
促
進
が
焦
点

松下　新型コロナワクチン接種の今後について、5月24
日よりコールセンタ―で受付とあるが、第1回、第2回
は相当混乱されたが、住民に分かりやすい説明が必要
と思われる。
町長　新型コロナウイルスワクチン接種については、5
月24日より町内医療機関での個別接種予約が開始さ
れ、6月1日現在、3429人の方が受付されている。周知
は広報、告知放送やホームページ等で知らせている。
松下　ＰＣＲ検査については、特定給付の時にも提案した
が、三木町では介護、医療従事者1650人を対象に、無
料でＰＣＲ検査を行うようだ。本町においても、まん延防
止の為希望者に無料で検査を行える様にしてはどうか。
町長　今後検査の有効性などを検証し導入するかどう
か、鋭意検討していきたい。

新型コロナワクチン接種

導入は今後鋭意検討する

PCR検査を希望者に
　　　　　　 無料にしては
PCR検査を希望者に
　　　　　　 無料にしては問

答

松下　昨年度は販売実績が約42％とプレミアム30％に
しては振るわなかったが、原因はどこにあったのか。
町長　昨年は1人２セット２万円までとし、使用開始が8月末
となりお中元の期を過ぎた事と、周知不足も原因であった。
松下　今年の商品券はプレミアム40％であり１セット１万
円で1000円券10枚、500円券８枚の１万４千円であり、
1人４セットまで購入できるが。
町長　販売時期を７月３１日～8月２日までの、お中元の前
とし、チラシに利用可能な販売店を地区ごとに表記するな
ど、改善を行い町内事業者を応援していただくよう、商品
券の利用をお願いしたい。

周知不足が原因
今回のプレミアム40％では改善し実施する

昨年は販売実績が42％であり
　　　　　　　　原因はどこに
昨年は販売実績が42％であり
　　　　　　　　原因はどこに

プレミアム商品券発行事業

問
答
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比べて未婚者、子どものいない世帯への支援が薄い。
　大学生等もアルバイトや仕送りの減少で厳しい生
活が続く。給付型奨学金制度の創設や働きながら奨
学金を返還している若者を支援できないか。
町長　町独自の若者支援策は、必要な若者にきっち
り届くような施策を検討していく。
　奨学金は、利用者が増えるよう返還猶予制度等の
今年度中の制度化をめざす。
常包　理容・美容、整体、物流、介護、バス・タク
シーなど「密接」な対応がある職業は、優先的にワ
クチン接種すべき。
町長　ヘルパーなど居宅・訪問系サービス事業所は
基礎疾患のある方と同じ順位で接種したい。
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発行予定の全貌と町の啓発は
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発行予定の全貌と町の啓発は
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今年度中に制度化する

給付型や返還を支援する
　　　　　　　　奨学金に
給付型や返還を支援する
　　　　　　　　奨学金に

新型コロナ支援

問
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常包　性的少数者への差別を禁止する法律が準備さ
れている。宣誓（同性のカップルの関係）を公的に
証明する制度を、県内17市町の内、多度津町、三
豊市など3市3町が既に導入している。仮に制度を
利用する方が少なくても、その方が気持ちよく暮ら
せるのなら、まんのう町も制度化すべき。
町長　法律上の婚姻関係を認めるものではないが、
二人が生活するうえでの生きづらさの解消につなが
る。法整備や全国の動向を注視し、導入している自
治体の課題や意見を聞き研究する。

町民の理解を進め、先進地を調査研究する
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パートナーシップ宣誓制度を
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性的少数者への支援
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答
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鈴木　抗原検査キット、又はＰＣＲ検査キットの購入、
備蓄する考えはないか。64歳以下のワクチン接種は
どのように進めていくのか。
町長　抗原検査キットの購入は現在のところ考えてお
らず、ＰＣＲ検査キットの購入を検討していきたい。64歳
以下のワクチン接種は「基礎疾患の
ある方」、「高齢者施設等の従事者」、
「60歳から64歳の方」を優先に接種
を考えている。

迅速かつ安全な接種を実施して行く

ワクチン接種と次なる対応はワクチン接種と次なる対応は

ワクチン接種

鈴木　申込期間（6月１日～15日）に入っている40％
プレミアム商品券の予定と啓発、また新型コロナ感染
症経済対策事業として行うなら町内の経済対策と活
性化をどの様に考えているのか。
町長　販売価格は１セット１万円で、１万４千円の商品
券と交換し、1人、４セット（４万円）まで、発行額は２億
８千万円で発行額を上回る時は、抽選となる。販売は
引換書を持参し7月31日～8月２日の３日間で指定した
場所で引換できる。使用期限はＲ4年1月31日までとす
る。40％プレミアム商品券を発行し町内業者の支援、
応援をして行き、更なる活性化に繋げて行きたい。

竹林　県の農業改良普及計画の内容を問う。
町長　担い手の確保、新規就農、六次産業化、スマー
ト農業、耕畜連携などを指導し、生産と流通を促し、
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町長　個別は8類型、組織は２類型だ。一人当たり所
得を320万円で、労働は2000時間である。所得目標
は 認定農業者は410万円、新規就農者は250万円にし
ている。集落営農法人は、30名、6,000時間労働、所
得882万円にしている。
竹林　ブロッコリー農家、生産量、販売高と競合先を
問う。イチジクはどうか。
町長　143軒、600ｔ、2億925万円で、京浜55％、京
阪神20％、四国20％で、埼玉、愛知に次いで第三位だ。
イチジクは22軒、27.8ｔ、販売1千万円で、ほぼ中讃で
消費される。
竹林　産直市への出荷割合を問う。又、普及員の役割
を問い、組織連携する体制を求める。
町長　掌握していないが、出荷者の確保を目指す。栽
培講習、組織育成、技術指導、個別経営の指導を行っ
ている。

本町の独自策

実態掌握と組織連携の編成で
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松下　新型コロナワクチン接種の今後について、5月24
日よりコールセンタ―で受付とあるが、第1回、第2回
は相当混乱されたが、住民に分かりやすい説明が必要
と思われる。
町長　新型コロナウイルスワクチン接種については、5
月24日より町内医療機関での個別接種予約が開始さ
れ、6月1日現在、3429人の方が受付されている。周知
は広報、告知放送やホームページ等で知らせている。
松下　ＰＣＲ検査については、特定給付の時にも提案した
が、三木町では介護、医療従事者1650人を対象に、無
料でＰＣＲ検査を行うようだ。本町においても、まん延防
止の為希望者に無料で検査を行える様にしてはどうか。
町長　今後検査の有効性などを検証し導入するかどう
か、鋭意検討していきたい。

新型コロナワクチン接種

導入は今後鋭意検討する

PCR検査を希望者に
　　　　　　 無料にしては
PCR検査を希望者に
　　　　　　 無料にしては問

答

松下　昨年度は販売実績が約42％とプレミアム30％に
しては振るわなかったが、原因はどこにあったのか。
町長　昨年は1人２セット２万円までとし、使用開始が8月末
となりお中元の期を過ぎた事と、周知不足も原因であった。
松下　今年の商品券はプレミアム40％であり１セット１万
円で1000円券10枚、500円券８枚の１万４千円であり、
1人４セットまで購入できるが。
町長　販売時期を７月３１日～8月２日までの、お中元の前
とし、チラシに利用可能な販売店を地区ごとに表記するな
ど、改善を行い町内事業者を応援していただくよう、商品
券の利用をお願いしたい。

周知不足が原因
今回のプレミアム40％では改善し実施する

昨年は販売実績が42％であり
　　　　　　　　原因はどこに
昨年は販売実績が42％であり
　　　　　　　　原因はどこに

プレミアム商品券発行事業

問
答

11  まんのう町議会だより  vol.40 　vol.40  まんのう町議会だより  10

一 般 質 問 一 般 質 問



待合室を有効に

県に条例制定を要望することも
視野に入れ検討したい

手話言語条例・障がい者
コミュニケーション条例の制定を
手話言語条例・障がい者
コミュニケーション条例の制定を

川西　平成23年に改正された法律により手話は言語
として認められている。広く住民に周知・広報し、手話
の普及や手話が利用しやすい環境整備、障がい者へ
の理解を深めていく必要があると思う。条例で定める
ということは、町としての役割を明確にすることであ
る。全ての障がい者が健常者と同じタイミングで、同
じ情報が受け取れるように、意思疎通ができるように
条例を制定し施策を進めていただきたい。
町長　本町における住民とのコミュニケーションは、
障がい者のほか、高齢化に伴い聴覚が大幅に低下し
ている方や外国人労働者についても重要な課題だと
認識している。筆談アプリ等を搭載したタブレット
の導入・手話通訳者派遣事業等の要綱の見直し・手
話や外国語が使える職員の採用・災害時に利用でき
るイラストの導入など、障がい者等とのコミュニ
ケーションについて調査研究するとともに、県に条
例制定を要望することも
視野に入れ、町の条例制
定についても検討してい
きたい。

障がい者支援

問
答

しらかわ　 まさき

白川 正樹 議員

家
族
葬
　
　
　

　対
応
に
向
け
て

  たおか    ひでとし

田岡 秀俊 議員

きょうかね    あいこ

京兼 愛子 議員

かわにし    まきこ

川西米希子 議員

京兼　令和2年3月定例会の一般質問において、町
営火葬場の待合室に家族葬ができる場所を求めた。
町長から、将来的には家族葬対応な施設としており、
今後、町民のニーズをとらえ、家族葬を検討すると
答弁があった。コロナ禍の影響で一般葬から家族葬
へ100％近く移行しつつある現在、3密を避け、移
動距離が少ない火葬場に隣接する待合室での家族葬
対応こそが住民のニーズである。改めて、町火葬場
待合室での家族葬を求める。
町長　一日の間で利用が重複した場合には、利用者
の方々からご理解が得られるか、ご案内方法がある
のかないのか等、現状施設での実施は、現時点では
難しい問題である。

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

学
校
生
活
を

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は

厳
し
く
対
応
を

誰
も
が
住
み

　
　良
い
ま
ち
に

総務課（職員間）、企画政策課（町民向け）
で対応している

ハラスメント(いじめ、嫌がらせ)の
実態と対応は
ハラスメント(いじめ、嫌がらせ)の
実態と対応は

ハラスメント対策

問
答

現状施設での対応は難しい

コロナ禍での家族葬対応をコロナ禍での家族葬対応を
町営火葬場（再）

問
答

田岡　昨今、さまざまなところで、セクハラ、パワハラ、
モラハラ、マタハラ等々といったハラスメント事件が
発生している。本町でのそういった実態と対応は。ま
た、本年1月に管理職対象に行ったハラスメント研修
の目的と今後は。
町長　研修の目的は職員個々の理解度の統一を図る
ことである。現在、重大と思われる事案は把握してな
いが、継続的に取り組む必要があるため、庁内グルー
プウェアを活用したい。
田岡　昨年の隣市でのパワハラ事案に対する受け止
めは。
町長　パワハラについては、官民問わず、断じて許され
ざる行為であると考えている。本年3月に「ハラスメン
ト等防止宣言」を行い、HP上で公開している。
田岡　インターネット（SNS）等での誹謗中傷などへ
の対応は。
町長　企画政策課人権推進室に相談窓口を設置し、
迅速かつ適正に対応している。
田岡　学校での実態と対応、対策は。
教育長　ハラスメントについては、教師間、教師から
児童生徒、児童生徒間に分類できると認識している。
現在、本町ではいずれも重大な事案は把握していない。
教育委員会と園や学校間において何事も包み隠さず
相談できる体制づくりに努
力している。また、各学校で
は毎月、いじめ調査を行い
データベース化して指導に
役立てる体制を整えている。

卒業生と保護者だけの卒業式（一昨年）

手話で会話

白川　学校行事の入学式、始業式、授業参観、遠足、
運動会、修学旅行、卒業式などがこども園、小学校、
中学校で例年と大きく様変わりしました。このことに
より、園児、児童、生徒の心の変化にどのように対応
したか。
教育長　一昨年の年末から始まった新型コロナウイル
スの影響で町は3月3日より小中学校を臨時休業とし、
春休みを挟んで5月29日まで再度臨時休業とした。卒
業式をどうするのか協議し、その結果感染防止対策を
十分行い、卒業生と保護者のみで挙行した。規模を縮
小した式であったが、在校生による「贈る言葉」をスク
リーンに流すなど、各学校工夫を凝らした。
　昨年度の運動会は中止せざるを得ず、子供たちの想
い出を一つなくすことになった。
　楽しみにしている修学旅行だけは実施したいと考え
検討した。例年と違い中学生は北九州、小学生は山陰
や広島方面、小豆島などで、生涯に残る思い出が出来
たものと考えている。昨年度中止した運動会は本年度
当初より各学校で内容をＰＴＡと協議を重ね、感染対
策に取る組み、午前中のみの実施や低学年高学年単位
で保護者を入れ替
えての実施など、
各学校で工夫した。
児童生徒の学校生
活の楽しい想い出
が増えるようにし
たい。

学校生活の想い出が増えるよう考えたい

コロナ禍、
児童生徒の心のケアは
コロナ禍、
児童生徒の心のケアは

学校行事

問
答

ハラスメント
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待合室を有効に

県に条例制定を要望することも
視野に入れ検討したい

手話言語条例・障がい者
コミュニケーション条例の制定を
手話言語条例・障がい者
コミュニケーション条例の制定を

川西　平成23年に改正された法律により手話は言語
として認められている。広く住民に周知・広報し、手話
の普及や手話が利用しやすい環境整備、障がい者へ
の理解を深めていく必要があると思う。条例で定める
ということは、町としての役割を明確にすることであ
る。全ての障がい者が健常者と同じタイミングで、同
じ情報が受け取れるように、意思疎通ができるように
条例を制定し施策を進めていただきたい。
町長　本町における住民とのコミュニケーションは、
障がい者のほか、高齢化に伴い聴覚が大幅に低下し
ている方や外国人労働者についても重要な課題だと
認識している。筆談アプリ等を搭載したタブレット
の導入・手話通訳者派遣事業等の要綱の見直し・手
話や外国語が使える職員の採用・災害時に利用でき
るイラストの導入など、障がい者等とのコミュニ
ケーションについて調査研究するとともに、県に条
例制定を要望することも
視野に入れ、町の条例制
定についても検討してい
きたい。

障がい者支援

問
答

しらかわ　 まさき

白川 正樹 議員

家
族
葬
　
　
　

　対
応
に
向
け
て

  たおか    ひでとし

田岡 秀俊 議員

きょうかね    あいこ

京兼 愛子 議員

かわにし    まきこ

川西米希子 議員

京兼　令和2年3月定例会の一般質問において、町
営火葬場の待合室に家族葬ができる場所を求めた。
町長から、将来的には家族葬対応な施設としており、
今後、町民のニーズをとらえ、家族葬を検討すると
答弁があった。コロナ禍の影響で一般葬から家族葬
へ100％近く移行しつつある現在、3密を避け、移
動距離が少ない火葬場に隣接する待合室での家族葬
対応こそが住民のニーズである。改めて、町火葬場
待合室での家族葬を求める。
町長　一日の間で利用が重複した場合には、利用者
の方々からご理解が得られるか、ご案内方法がある
のかないのか等、現状施設での実施は、現時点では
難しい問題である。

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

学
校
生
活
を

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は

厳
し
く
対
応
を

誰
も
が
住
み

　
　良
い
ま
ち
に

総務課（職員間）、企画政策課（町民向け）
で対応している

ハラスメント(いじめ、嫌がらせ)の
実態と対応は
ハラスメント(いじめ、嫌がらせ)の
実態と対応は

ハラスメント対策

問
答

現状施設での対応は難しい

コロナ禍での家族葬対応をコロナ禍での家族葬対応を
町営火葬場（再）

問
答

田岡　昨今、さまざまなところで、セクハラ、パワハラ、
モラハラ、マタハラ等々といったハラスメント事件が
発生している。本町でのそういった実態と対応は。ま
た、本年1月に管理職対象に行ったハラスメント研修
の目的と今後は。
町長　研修の目的は職員個々の理解度の統一を図る
ことである。現在、重大と思われる事案は把握してな
いが、継続的に取り組む必要があるため、庁内グルー
プウェアを活用したい。
田岡　昨年の隣市でのパワハラ事案に対する受け止
めは。
町長　パワハラについては、官民問わず、断じて許され
ざる行為であると考えている。本年3月に「ハラスメン
ト等防止宣言」を行い、HP上で公開している。
田岡　インターネット（SNS）等での誹謗中傷などへ
の対応は。
町長　企画政策課人権推進室に相談窓口を設置し、
迅速かつ適正に対応している。
田岡　学校での実態と対応、対策は。
教育長　ハラスメントについては、教師間、教師から
児童生徒、児童生徒間に分類できると認識している。
現在、本町ではいずれも重大な事案は把握していない。
教育委員会と園や学校間において何事も包み隠さず
相談できる体制づくりに努
力している。また、各学校で
は毎月、いじめ調査を行い
データベース化して指導に
役立てる体制を整えている。

卒業生と保護者だけの卒業式（一昨年）

手話で会話

白川　学校行事の入学式、始業式、授業参観、遠足、
運動会、修学旅行、卒業式などがこども園、小学校、
中学校で例年と大きく様変わりしました。このことに
より、園児、児童、生徒の心の変化にどのように対応
したか。
教育長　一昨年の年末から始まった新型コロナウイル
スの影響で町は3月3日より小中学校を臨時休業とし、
春休みを挟んで5月29日まで再度臨時休業とした。卒
業式をどうするのか協議し、その結果感染防止対策を
十分行い、卒業生と保護者のみで挙行した。規模を縮
小した式であったが、在校生による「贈る言葉」をスク
リーンに流すなど、各学校工夫を凝らした。
　昨年度の運動会は中止せざるを得ず、子供たちの想
い出を一つなくすことになった。
　楽しみにしている修学旅行だけは実施したいと考え
検討した。例年と違い中学生は北九州、小学生は山陰
や広島方面、小豆島などで、生涯に残る思い出が出来
たものと考えている。昨年度中止した運動会は本年度
当初より各学校で内容をＰＴＡと協議を重ね、感染対
策に取る組み、午前中のみの実施や低学年高学年単位
で保護者を入れ替
えての実施など、
各学校で工夫した。
児童生徒の学校生
活の楽しい想い出
が増えるようにし
たい。

学校生活の想い出が増えるよう考えたい

コロナ禍、
児童生徒の心のケアは
コロナ禍、
児童生徒の心のケアは

学校行事

問
答

ハラスメント
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き    こやま    なおき

小山 直樹 議員

小
規
模
・
　
　

家
族
農
業
こ
そ

　
　
　守
る
べ
き

抗原検査を実施している他市町の
状況を注視し、鋭意検討していきたい

無症状感染者の確保・保護こそ
抑え込みに決定的でないか
無症状感染者の確保・保護こそ
抑え込みに決定的でないか

コロナ感染症対策は不十分

問
答
小山　ワクチン接種を進めているが、安心できる状
況ではない。夏には第5波が来るとも言われている。
今からでも感染リスクの高い人への定期的なPCR検
査を行うべきではないか。
町長　三豊市では、唾液を用い専門的な機関で検査
をする抗原定量検査を実施している。この検査を実
施している市町の状況を注視し、今後、抗原検査の
有効性などを検証し、導入するかどうか、鋭意検討
したいと考えている。

川原　令和２年11月5日付で町監査委員から報告さ
れ指摘された、まんのうツーリズム協会の町補助金が
平成28年、30年度2カ年分（約675万円）について本
事業の支出明細が不明にもかかわらず支出しているが、
この支出方法には問題があったのではないか。通常、
補助金は実績に基づき支払うものであると思うが本
件はどのように支払われたのか。公金の取り扱いに対
し係員からその業務の最高責任者までの決裁が十分
機能していなかったのではないか。
町長　支出については、担当課が処理したものが回っ
てくる。活動の趣旨、具体的なイベント等予算に添った
ものであり、適正な
支出であると判断
した。結果として、
このようになったこ
とは、大変反省し
ている。議

会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　

 

鈴
木

　崇
容

副
委
員
長
　

 

常
包

　
　恵

委
員
　
　
　

 

白
川

　皆
男

委
員
　
　
　

 

田
岡

　秀
俊

委
員
　
　
　

 

京
兼

　愛
子

委
員
　
　
　

 

小
山

　直
樹

      

　
　編
集
委
員
　小  

山  

直  

樹

　今
年
の
夏
も
暑
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
の
収
束
は
ま
だ
先
の
よ
う
で
す
。

ア
フ
リ
カ
大
陸
で
は
感
染
拡
大
が
進
ん

で
い
ま
す
。
歴
史
に
残
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
す
。
大
変
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

皆
様
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
お
願
い
し
ま
す
。

　「議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
一
層
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

町
民
が
納
得
い
く

町
政
運
営
をかわはら   しげゆき

川原 茂行 議員

適正な支出であると判断した

支出方法に問題が
　　　あったのではないか
支出方法に問題が
　　　あったのではないか

町民に信頼される行政

問
答 地域農業を守るためにも地産地消を

一層すすめるべきだ
地域農業を守るためにも地産地消を
一層すすめるべきだ

学校給食は地産地消で

問
答
小山　町内産の食材はどの程度の割合なのか。地元
の農家を守るためにも地産地消はすすめるべきでは
ないか。
教育長　米や麦、アスパラガスやブロッコリーなど
10品目程度を地域の生産者から仕入れている。　
また、ひまわりオイルも使用し
ている。ランチルームに生産者
の写真を掲示して、感謝の気持
ちを育ませることも行っている。

今後も地産地消を継続し、地元の食材による、
安全でおいしい学校給食を提供する

提出された書類

❶部屋を分けましょう❶部屋を分けましょう

ご家族に新型コロナウイルス感染が
疑われる場合家庭内でご注意いただくこと
～８つのポイント～

ご家族に新型コロナウイルス感染が
疑われる場合家庭内でご注意いただくこと
～８つのポイント～

◆個室にしましょう。食事や寝るときも別室として
ください。

◆ご本人は極力部屋から出ないようにしましょう。

❺換気をしましょう❺換気をしましょう
◆定期的に換気してください。 

❷感染者のお世話はできるだけ
　限られた方で。
❷感染者のお世話はできるだけ
　限られた方で。
◆心臓、肺、腎臓に持病のある方、糖尿
病の方、免疫の低下した方、妊婦の方
などが感染者のお世話をするのは避
けてください。

❻手で触れる共有部分を
　消毒しましょう
❻手で触れる共有部分を
　消毒しましょう
◆共用部分（ドアの取っ手、ノブ、ベッド柵など）
は、薄めた市販の家庭用塩素系漂白剤で拭い
た後、水拭きしましょう。

◆トイレや洗面所は、通常の家庭用洗剤ですすぎ、
家庭用消毒剤でこまめに消毒しましょう。

◆洗浄前のものを共用しないようにしてください。❸マスクをつけましょう❸マスクをつけましょう
◆使用したマスクは他の部屋に持ち出さないでく
ださい。

◆マスクの表面には触れな
いようにしましょう。

◆マスクを外した後は、必ず
石鹸で手を洗いましょう。

❼汚れたリネン、衣服を
　洗濯しましょう
❼汚れたリネン、衣服を
　洗濯しましょう
◆体液で汚れた衣服、リネンを取り扱う際は、
手袋とマスクをつけ、一般的な家庭用洗剤で
洗濯し完全に乾かしてください。

❹こまめに手を洗いましょう❹こまめに手を洗いましょう
◆こまめに石鹸で手を洗い
ましょう、アルコール消毒
をしましょう。

❽ゴミは密閉して捨てましょう ❽ゴミは密閉して捨てましょう 
◆鼻をかんだティッシュはすぐに
ビニール袋に入れ、室外に出す
ときは密閉して捨ててください。

（一般社団法人日本環境感染学会とりまとめ令和２年３月１日版より抜粋 ）
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小山 直樹 議員

小
規
模
・
　
　

家
族
農
業
こ
そ

　
　
　守
る
べ
き

抗原検査を実施している他市町の
状況を注視し、鋭意検討していきたい

無症状感染者の確保・保護こそ
抑え込みに決定的でないか
無症状感染者の確保・保護こそ
抑え込みに決定的でないか

コロナ感染症対策は不十分

問
答
小山　ワクチン接種を進めているが、安心できる状
況ではない。夏には第5波が来るとも言われている。
今からでも感染リスクの高い人への定期的なPCR検
査を行うべきではないか。
町長　三豊市では、唾液を用い専門的な機関で検査
をする抗原定量検査を実施している。この検査を実
施している市町の状況を注視し、今後、抗原検査の
有効性などを検証し、導入するかどうか、鋭意検討
したいと考えている。

川原　令和２年11月5日付で町監査委員から報告さ
れ指摘された、まんのうツーリズム協会の町補助金が
平成28年、30年度2カ年分（約675万円）について本
事業の支出明細が不明にもかかわらず支出しているが、
この支出方法には問題があったのではないか。通常、
補助金は実績に基づき支払うものであると思うが本
件はどのように支払われたのか。公金の取り扱いに対
し係員からその業務の最高責任者までの決裁が十分
機能していなかったのではないか。
町長　支出については、担当課が処理したものが回っ
てくる。活動の趣旨、具体的なイベント等予算に添った
ものであり、適正な
支出であると判断
した。結果として、
このようになったこ
とは、大変反省し
ている。議
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　今
年
の
夏
も
暑
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
の
収
束
は
ま
だ
先
の
よ
う
で
す
。

ア
フ
リ
カ
大
陸
で
は
感
染
拡
大
が
進
ん

で
い
ま
す
。
歴
史
に
残
る
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
で
す
。
大
変
な
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

皆
様
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
お
願
い
し
ま
す
。

　「議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
一
層
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

町
民
が
納
得
い
く

町
政
運
営
をかわはら   しげゆき

川原 茂行 議員

適正な支出であると判断した

支出方法に問題が
　　　あったのではないか
支出方法に問題が
　　　あったのではないか

町民に信頼される行政

問
答 地域農業を守るためにも地産地消を

一層すすめるべきだ
地域農業を守るためにも地産地消を
一層すすめるべきだ

学校給食は地産地消で

問
答
小山　町内産の食材はどの程度の割合なのか。地元
の農家を守るためにも地産地消はすすめるべきでは
ないか。
教育長　米や麦、アスパラガスやブロッコリーなど
10品目程度を地域の生産者から仕入れている。　
また、ひまわりオイルも使用し
ている。ランチルームに生産者
の写真を掲示して、感謝の気持
ちを育ませることも行っている。

今後も地産地消を継続し、地元の食材による、
安全でおいしい学校給食を提供する

提出された書類

❶部屋を分けましょう❶部屋を分けましょう

ご家族に新型コロナウイルス感染が
疑われる場合家庭内でご注意いただくこと
～８つのポイント～

ご家族に新型コロナウイルス感染が
疑われる場合家庭内でご注意いただくこと
～８つのポイント～

◆個室にしましょう。食事や寝るときも別室として
ください。

◆ご本人は極力部屋から出ないようにしましょう。

❺換気をしましょう❺換気をしましょう
◆定期的に換気してください。 

❷感染者のお世話はできるだけ
　限られた方で。
❷感染者のお世話はできるだけ
　限られた方で。
◆心臓、肺、腎臓に持病のある方、糖尿
病の方、免疫の低下した方、妊婦の方
などが感染者のお世話をするのは避
けてください。

❻手で触れる共有部分を
　消毒しましょう
❻手で触れる共有部分を
　消毒しましょう
◆共用部分（ドアの取っ手、ノブ、ベッド柵など）
は、薄めた市販の家庭用塩素系漂白剤で拭い
た後、水拭きしましょう。

◆トイレや洗面所は、通常の家庭用洗剤ですすぎ、
家庭用消毒剤でこまめに消毒しましょう。

◆洗浄前のものを共用しないようにしてください。❸マスクをつけましょう❸マスクをつけましょう
◆使用したマスクは他の部屋に持ち出さないでく
ださい。

◆マスクの表面には触れな
いようにしましょう。

◆マスクを外した後は、必ず
石鹸で手を洗いましょう。

❼汚れたリネン、衣服を
　洗濯しましょう
❼汚れたリネン、衣服を
　洗濯しましょう
◆体液で汚れた衣服、リネンを取り扱う際は、
手袋とマスクをつけ、一般的な家庭用洗剤で
洗濯し完全に乾かしてください。

❹こまめに手を洗いましょう❹こまめに手を洗いましょう
◆こまめに石鹸で手を洗い
ましょう、アルコール消毒
をしましょう。

❽ゴミは密閉して捨てましょう ❽ゴミは密閉して捨てましょう 
◆鼻をかんだティッシュはすぐに
ビニール袋に入れ、室外に出す
ときは密閉して捨ててください。

（一般社団法人日本環境感染学会とりまとめ令和２年３月１日版より抜粋 ）
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日本舞踊、がんばっています！

きれいな姿勢でピィーン！

三密を避けての取材

よくわかる人権研修
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岡
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議会からこんにちは　No.31

町内の公民館を紹介します。地域の拠り所
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